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「2008 年５月期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 20 年５月期 決算短信」に関する補足説明の資料として、添付の「2008 年５月期 連結業

績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。 
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2008年5月期 連結業績概要

20082008年年７７月月２２日日
アスクル株式会社アスクル株式会社

08/５期は事業環境の変化に対応し最高益を更新
～「ソロエル」が本格スタート。11/５期以降利益は第２ステージへ～
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ⅠⅠ 08/08/５期と５期と09/09/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 09/09/５期施策と業績５期施策と業績見通し見通し

ⅢⅢ 08/08/５期５期業績業績概要概要
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アスクル 今後の成長に向けて

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

大きな飛躍のための大規模な設備投資と継続的なコスト構造改革を推進中

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）

外資大手
日本進出

0088//５５第３四半期開示第３四半期開示資料資料改訂改訂

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

コクヨ (00/10月)

大塚商会 ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括電子
購買システム

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ソロエル
稼動開始（08/04）
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除く、
アスクルアリーナ等
売上高

アスクルアリーナ等
売上高
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08/５期 連結営業利益の増減要因

07/５期（実績）
83.12億円

08/５期（計画）
97.19億円

08/５期（実績）
97.29億円

（億円）

景況感の大幅悪化景況感の大幅悪化

仕入価格の仕入価格の
高騰高騰

ソロエル他
先行投資 約７億円

コスト構造改革プロジェクトコスト構造改革プロジェクト
の継続的実施による効果の継続的実施による効果
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＋5.7 △35.0
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に
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＋5.6

＋16.9

過去最高営業利益達成（対07/５期 +14億円）

（注）増販による変動費増分含む。
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+1.04,940+14.82.64,9872.54,345当期純利益

+0.89,735+16.75.29,8104.88,404経常利益

+0.19,719+17.05.19,7294.78,312営業利益

△7.038,455+2.318.935,75719.834,952販管費

△5.648,174+5.124.045,48624.543,265売上総利益

△2.2193,924+7.6100.0189,686100.0176,254売上高

計画比
(b)/(c)-1  

（％）
計画(c)

（百万円）

前期比
(b)/(a)-1

（％）
売上比
（％）

実績(b)
（百万円）

売上比
（％）

実績(a)
（百万円）

2008年５月期2007年５月期

08/５期 連結業績の概要
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+47+6414,987+5944,9404,345当期純利益

+75+1,4059,810+1,3309,7358,404経常利益

+9+1,4169,729+1,4069,7198,312営業利益

△2,697+80435,757+3,50238,45534,952販管費

△2,688+2,22145,486+4,90948,17443,265売上総利益

△4,237+13,432189,686+17,669193,924176,254売上高

(c)-(b)(c)-(a)実績(c)(b)-(a)計画(b)実績(a)

計画差前期差08/5期差08/5期07/5期

単位：百万円

（参考）08/５期 連結業績の概要
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アスクル 今後の成長に向けて

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

大きな飛躍のための大規模な設備投資と継続的なコスト構造改革を推進中

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）

外資大手
日本進出

0088//５５第３四半期開示第３四半期開示資料資料改訂改訂

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

コクヨ (00/10月)

大塚商会 ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括電子
購買システム

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ソロエル
稼動開始（08/04）
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10/５期～
（大きな飛躍）

ソロエル
黒字化

既存＋ソロエル
相乗効果による

売上拡大

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

アスクルアリーナ等
売上高
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09/５期 連結営業利益見通しの増減要因

09/５期（計画）
81.0億円

08/５期（実績）
97.2億円

（億円）
次世代ビジネスモデルへの先行投資を優先
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増
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に
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費
用
の
増
加
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費
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上
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費
用
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増
加

※増販による変動費増分含む。

＋26.9 △1.1 △21.1

△20.9

景況感の悪化継続景況感の悪化継続

Web革命

仕入価格の高騰仕入価格の高騰

価格改定
新PB

売
上
総
利
益
率
低
下

に
よ
る
利
益
減

コスト
構造改革

売上増加のための
プロモーション費用 約５億円

ソロエル他
先行投資 約19億円
（前期実績 約７億円）

差額約13億円
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△19.82.04,0002.64,987当期純利益

△16.44.18,2005.29,810経常利益

△16.74.08,1005.19,729営業利益

+11.819.939,96618.935,757販管費

+5.723.948,06624.045,486売上総利益

+5.9100.0200,913100.0189,686売上高

前期比
（％）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

2009年５月期2008年５月期

09/５期 連結業績の見通し

9

09/５期 連結業績の上・下期見通し

△14.92.12,190△25.11.81,810当期純利益

△13.14.54,620△20.43.73,580経常利益

△13.64.44,550△20.53.63,550営業利益

+12.619.620,159+10.920.219,807販管費

+6.724.024,709+4.623.923,357売上総利益

+6.4100.0103,055+5.5100.097,858売上高

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

前年同期比

（％）
売上比
（％）

金額
（百万円）

2009年５月期 下期2009年５月期 上期
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ⅠⅠ 08/08/５期と５期と09/09/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 09/09/５期施策と業績５期施策と業績見通し見通し

ⅢⅢ 08/08/５期５期業績業績概要概要
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ソロエル記事

08年４月16日日本経済新聞朝刊日経情報ストラテジー８月号

映写のみ映写のみ

ソロエル

間接材一括購買システムは順調に稼動開始

“企業の間接材電子購買におけるデファクトスタンダードとなり
お客様の競争力強化に貢献する”

Simple solution for excellence

お客様購買代理人の立場で全て「そろえる」
一括購買・共同購買・購買管理をリードする
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購買システム

購買業務代行
サービス

サプライヤーA

サプライヤーB

サプライヤーC物流代行
販売代行

請求・決済代行

購買改革
コンサルティング

お客様の購買代理人として、間接材購買を最適化する
サービスです

ソロエル=間接材一括購買サービス

お客様

本社

事業所

店舗

工場

13

事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

事務備品

○オフィス家具
○事務所備品

OA

○事務機器
○コピー機
（含むコピー利用料）

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

情報
システム

○システム開発・運用
○システム利用料

印刷物

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

広告・
マーケティング

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

運送

○運送
○倉庫
○通関

研究材料

○研究材料
○試作

副資材

○副資材

包装・
梱包材

○包装・梱包材

書籍

○書籍
○雑誌

業務委託

○開発製造委託
○総務/人事/
その他事務委託

人材派遣

○一般派遣
○技術派遣

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

専門
サービス

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

ビジネス
サポート

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

保険

○各種保険

通信

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨー

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

不動産賃借

○事務所/営業所
○社宅

旅行

○チケット
○宿泊、会場

間接材(副資材)とは?

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

事務・

総務用品等

事務・

総務用品等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他その他

フル
対応可

今後
対応予定

見積り機能
等で対応可凡例30兆円超の間接材市場へのチャレンジ

映写のみ映写のみ

15兆円 17兆円

事務消耗品

○文房具/オフィス用品
○トナー
○用紙類

事務備品

○オフィス家具
○事務所備品

OA

○事務機器
○コピー機
（含むコピー利用料）

コンピュータ
ハードウェア

○PC・周辺機器
○サーバ

コンピュータ
ソフトウェア

○カスタムソフト
○一般ソフト

情報
システム

○システム開発・運用
○システム利用料

印刷物

○印章
○帳票
○名刺
○その他印刷物

広告・
マーケティング

○イベント
○販促ツール
○広告制作・掲載
○展示モデル・サンプル
○販促品・サービス

リース・
レンタル

○自動車
○測定機器

運送

○運送
○倉庫
○通関

研究材料

○研究材料
○試作

副資材

○副資材

包装・
梱包材

○包装・梱包材

書籍

○書籍
○雑誌

業務委託

○開発製造委託
○総務/人事/
その他事務委託

人材派遣

○一般派遣
○技術派遣

設備

○開発/生産/検査設備
○計測器

専門
サービス

○法務/会計監査
○調査/ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
○教育/情報サービス
○翻訳/通訳
○人材紹介
○工事

ビジネス
サポート

○ビル管理
○安全・衛生
○給食
○警備
○自販機管理
○植栽
○清掃
○廃棄物処理

保険

○各種保険

通信

○固定電話
○携帯電話
○その他通信ｻｰﾋﾞｽ

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨー

○電気 ○ガス
○水道 ○燃料

不動産賃借

○事務所/営業所
○社宅

旅行

○チケット
○宿泊、会場

工具

○工具類
○塗料

理化学

○実験器具
○理化学機器
○クリーンルーム用品

事務・

総務用品等

事務・

総務用品等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

ハード・ソフト、

工具・理化学等

製造・

研究関連等

製造・

研究関連等

人材派遣・

業務委託・

広告等

人材派遣・

業務委託・

広告等

システム、

通信、旅行、

保険等

システム、

通信、旅行、

保険等

その他その他

フル
対応可

今後
対応予定

見積り機能
等で対応可凡例

間接材(副資材)とは?

30兆円超の間接材市場へのチャレンジ
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アサヒビールグループ様間接材イメージ

文房具

理化学品

工場系用具

販促品

他

直接材 間接材

数多くの間接材を、ソロエルで「見える化」していきます数多くの間接材を、ソロエルで「見える化」していきます

スターチ

水

他

麦芽

コーン

15

ソロエル購買システムの概要

文
房
具

Ｏ
Ａ
機
器

各
種
消
耗
品

拠点ごと/サプライヤーごとに、様々な
方法で購買(システム、電話、FAX他)

・・・

・・・
文
房
具

工
場
資
材

梱
包
･
包
装
材

店
舗
資
材

Ｏ
Ａ
機
器

各
種
消
耗
品

工
具

設
備

印
刷
物

設
備

理
化
学
用
品

・・・・

これまでの購買システム ソロエル購買システム

多数の拠点、多分野の商品の購買管理を一元化します多数の拠点、多分野の商品の購買管理を一元化します

本社 事業所B事業所A 店舗 工場本社 事業所B事業所A 店舗 工場

アスクル
アリーナ

アスクル サプライヤーＡ サプライヤーB サプライヤｰCアスクル サプライヤーＡ

設
備

理
化
学
用
品

サプライヤｰCサプライヤｰＢ

SOLOELにより、全ての購買プロセスを
一元管理

工
場
資
材

梱
包
･
包
装
材

店
舗
資
材

工
具

設
備

印
刷
物
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16

画面イメージ(相見積結果)

【見積回答確認画面】
見積依頼内容：試薬の見積

【見積回答確認画面】
見積依頼内容：試薬の見積

見積依頼先
サプライヤー

見積金額／納期同一品目

【回答結果】
見積金額 リードタイム
55,500円 12日
50,400円 45日
53,200円 14日

【回答結果】
見積金額 リードタイム
55,500円 12日
50,400円 45日
53,200円 14日

選定

同一品目でも、価格や納期には差があります同一品目でも、価格や納期には差があります

AAA

BBB

CCC

17

コスト削減のためのステップ映写のみ映写のみ

購買プロセス(購買先・購買方法・購買タイミング他)をソロエル
購買価格/仕様をソロエル

出展：日経情報ストラテジー ８月号 P36

見積依頼先
サプライヤー

【見積回答確認画面】
見積依頼内容：デッキシューズの見積

【見積回答確認画面】
見積依頼内容：デッキシューズの見積

見積金額／納期

同一品目

状況同等品

【回答結果】
見積金額 リードタイム
3,900円 ７日
2,100円 ５日（同等品）

【回答結果】
見積金額 リードタイム
3,900円 ７日
2,100円 ５日（同等品）

選定

品質・機能は同じでも、価格や納期には差があります品質・機能は同じでも、価格や納期には差があります

画面イメージ(見積選定 同一品ｖｓ代替品)

AAAA

BBBBB

CCCCC

CCCCC
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18

ソロエルの収益パターン

集約型

付加価値提供型

共同購買／機能見直し型

サービス提供型

集約による無駄・コストの削減
(エコ物流(CO２削減)、一括請求他)

サプライヤー販売機会の創出 / 販売管
理費削減への貢献

商材機能/仕様の見直しや共同購買による
コスト削減

お客様 サプライヤー

仕 入売 上
粗利 Ｘ％

お客様
システム利用料

業務代行料

実施前

１００

実施後

７０

実施後サービス財
総額のＸ％を手数
料としてＹ年間課金

Ｘ％

お客様 サプライヤー

物 流

商流通過手数料
広告料他

物販差益だけでなく、いくつかの新たな収益構造で構成

システム利用・購買業務代行量に応じた
サービス課金

19

１．コスト削減は終わりなきテーマ
間接材を「見える化」することにより、大幅なコスト削減が実現

２．コア業務への集中/シフトは更に進む
競争優位性のある分野へ集中

３．環境問題への取り組みは企業の生命線
小さな無駄の排除とCO２削減による確実な活動を推進

４．購買のガバナンスは企業の社会的責任
購買者、購買品、購買頻度、購買額、購買先などの見える化

ソロエルは、お客様企業が社会的責任を遂行する上で、

最も必要とされるサービスの提供を目指します

ソロエルの可能性
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1. ４/14よりアサヒビールグループ様スタート、2009年５月期中に
累計４企業グループ約80社のお客様に導入予定

2. 2011年５月期は累計約1,000社への導入を計画

3. １万社超のアスクルアリーナユーザーへの展開を含めて
2013年５月期は5,000社超の稼動を計画

通過額 : １兆円超

売上高 : 1,000億円超

営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

通過額 : １兆円超

売上高 : 1,000億円超

営業利益率 :会社の中期的目標の７％以上

2013年５月期目標

お客様サービスイン計画

ソロエルの目標(2013年5月期)

21

09/５期 連結業績の見通し 補足説明-１

１. 売上高 （前期差 +112億円 前期比 +5.9％）
景況感悪化への対応

（１）中堅・大企業向けアスクルアリーナの継続推進
アスクルアリーナ等目標 336億円（前期差 +39億円）

（２）インターネット経由の売上増
インターネット売上高比率 09/５期末目標（単体） 59.3％
（08/５期５月度単月 55.3％）

専用商材の開発・拡大、販売方法の更なる進化
ⅰ．新たなサービスによる新たな顧客獲得

・ぽちっとアスクル「個人向けECサイト」
携帯サービス08/７月下旬稼動予定

・アスクルデスクトップ（ウィジェット）
・アスクルお仕事サポート

ⅱ．コンテンツの拡大
・専門ショップ
・ASKUL WEBマーケティングコンソーシアム設立
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インターネットの進化 – １

0%

20%

40%

60%

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期

インターネット売上高比率の推移
08/５月度の単体実績は、55.3％

１．全社で取組んでいるウェブビジネスが、
順調に拡大しています。

２．インターネットへのシフトを促進すること
で、新たなお客様層への拡大と新たな
商品の売り方を、さらに進化させていき
ます。

３．ウェブ型オペレーションを構築し、更な
る効率化を目指します。

23

（１）インターネット広告、SEO を中心とした、
新たな獲得施策により、サイトへの来訪
数が、約100万人増加致しました。

（２）特に大手検索サイト（Yahoo, Google, 
MSNなど）からの来店数が飛躍的に増大
し、より幅広く集客が可能となったことと、
集客増加のスピートを上げることが出来
ました。

SEO： Search Engine Optimizerの略。サーチエ
ンジンの検索結果のページの表示順の
上位に自らのWebサイトが表示されるよ
う に工夫すること。
また、そのための技術。

インターネットの進化 – ２

0

100

200

300

400

500

06/５期 07/５期 08/５期

その他

検索

直接

流入数の推移
検索サイト経由の来店が増大

*

*
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オフィス用品
・事務用品

・オフィス家具
・オフィス生活雑貨etc

オフィス向け
業務支援サービス

・出張手配
・飲食店検索

・慶弔関連手配
etc

+

オフィスのトータルサポート
旅行関連会社様

飲食店検索
サイト企業様

生花関連会社様

会議弁当・
出前検索サイト企業様急に出張が

決まった！

急に出張が

決まった！

歓送迎会の

お店探さな
きゃ！

歓送迎会の

お店探さな
きゃ！

開業のお祝
いの花を手
配しなくて

は！

開業のお祝
いの花を手
配しなくて

は！
ＥＴＣ・・・

アスクル・インターネットショップ内「アスクルお仕事サポート」は
庶務・総務系担当者の業務支援サービスを中心に提供してまいります。

アスクルお仕事サポート

25

2008年３月10日 サービス全体開始

◆オフィスの宴会グルメ検索

歓送迎会や接待などのお店探し

◆オフィスの出前・修理手配ナビ

会議・研修の食事手配、PC・水周り修理など

2008年５月16日 出張手配第1弾

◆国内航空券検索

国内の格安航空券の横断検索サービス

2008年６月25日 NEW

◆出張サポート

国内出張（国内航空券、国内ホテル）

海外出張（海外航空券、海外ホテル）

◆オフィスのフラワーサポート

慶弔関連の社用花の手配

◆オフィスの教えてQ&A

アスクルお仕事サポート
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0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 （事業年度）

(億円)

専門ショップ 11店
（１）名札ショップ （２）収納用品ショップ
（３）店舗用品・袋ショップ （４）梱包資材ショップ
（５）トナー・インクメガストア （６）ランプメガストア
（７）おもてなしショップ （８）コーヒーショップ
（９）飲食業務用品ショップ （10）洗剤ショップ
（11）生活消耗紙ショップ

320億円
除く トナー･インクメガストア

専門ショップ 計画310億円を突破

専門ショップの充実による次世代ビジネスに向けた商材の拡大

商材充実による増販効果の検証結果は、ソロエルと
インターネットショップにおける商材の充実に活かし
ていきます。なお、09/５期より開示方法の変更を考
えております。

27

WEBでの販売方法等に関する仮説
検証を通し、次世代のマーケティング

を研究し、実践すること。
アスクルおよび本コンソーシアムに参加されるサプライヤー企業様における

販売チャンスの拡大、サプライヤー企業様とのWIN-WINのパートナーシップの
強化、新たな流通の仕組みを構築する場とすること。

新たなコミュニケーション・インターフェイス

本コンソーシアムの目的本コンソーシアムの目的

ASKUL WEBマーケティングコンソーシアム設立
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マーケティングデータ
編集機能

お客様の声を反映し、価値あるマーケティング
データをサプライヤーと共有するしくみ

サプライヤー企業様と、どんどん新しい価値を作っていく場

WEBならではの個別
対応で仮説実行

ASKULマーケティングプラットフォーム

医療

建設

教育

施設・機関

医薬

金融金融

専門サービス

不動産

中小

大企業
ソロエル
アリーナ

ＳＯＨＯＳＯＨＯ
個人個人

お客様お客様

客層客層
顧客
分析

顧客
分析

市場分析市場分析

価格
分析

価格
分析

商品
分析

商品
分析

ブランド
スイッチ

ブランド
スイッチ

クラスタ
分析

クラスタ
分析

サプライヤ様サプライヤ様

ASKUL
マーケティング
プラットホーム

ASKUL
マーケティング
プラットホーム

ＷＥＢ
カタログ
携帯
など
マルチ
メディア

で

住友スリーエム㈱

花王カスタマーマーケティング㈱

ソニーマーケティング㈱

キリンビバレッジ㈱

29

２. 売上総利益率 23.9％ (前期差 △0.1％）
原材料の高騰による仕入価格上昇への対応
・ナショナルブランド（メーカー品） 一部価格改定(値上げ）による収益確保
・プライベートブランド 粗利率の高い商品群の拡販
・高付加価値商品分野の拡大

３. 販管費比率 19.9％ (前期差 +1.0％）
・次世代ビジネスモデルへの投資を継続実行 一時的に上昇
・コスト構造改革のPDCA継続（ BPRへの取組み）
グローバルな競争力を持った販管費比率を目指す

Business Process Reengineering の略。企業活動に関するある目標を設定し、それを達成する

ために業務内容や業務の流れ、組織構造を分析、最適化すること。

４. 設備投資 63億円
【主な内訳】
・業務統合システム 32億円（08/５期実績 3.3億円含む）
・ソロエル（間接材一括購買システム） 中堅企業向けモデルの開発 10億円
・SRMシステム一次投資（旧新調達、サプライチェーン管理システム） 2.5億円
（参考）減価・ソフトウェア償却費 29億円 （前期差 +7.2億円）

09/５期連結業績の見通し 補足説明-２

*

*
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次世代 e-プラットフォームへの進化
エージェント

個人

中小
規模

法人

大企業

中堅企業

問合せ系 倉庫

システム

サプライヤ

配送委託先

10,328社

96.9%

89.3％

07年12月
～

お客様とサプライヤー様をつなぎ、両者にとって効率的・ローコストな運営が可能となるプラットフォーム

08年４月
～

業務統合システム
シ
ス
テ
ム

S
R
M

31

（参考）物流戦略とIT戦略

ITを活用して、お客様とｻﾌﾟﾗｲﾔｰをつなぎ、両者にとって効率的・ﾛｰｺｽﾄな運営が可能となる流通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

第三世代
(2006年～)
第三世代
(2006年～)

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの対応次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの対応

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

ｶﾀﾛｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
による高成長期
(～2001年5月)

ｶﾀﾛｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ
による高成長期
(～2001年5月)

全社
戦略

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙへの変革
(2006年6月～)

次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙへの変革
(2006年6月～)

旧大阪

(98)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

物流
戦略

旧東京

(99)
仙台
福岡

(00)

横浜

(01)
東京

(02)
名古屋

(04)
大阪
(06)

仙台
(07)

（e –プラットフォーム と今後の方向性)

第一世代
(～2001年)
第一世代
(～2001年)

ﾈｯﾄ受注

(97年)
旧CRM
ｼｽﾃﾑ

(98年)

新Webｻｲﾄ
ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

(01年)

ﾏﾃﾊﾝ
物流業務機械化

ｼｽﾃﾑ (98年)

SYNCHROMART

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報
共有ｼｽﾃﾑ

(02年)
SYNCHROAGENT

営業支援ｼｽﾃﾑ

(04年)

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを
支えるIT基盤の整備

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを
支えるIT基盤の整備

IT戦略（ e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

変遷

ｷｰﾜｰﾄﾞ

第二世代
(2002年～2006年)

第二世代
(2002年～2006年)

大ｱｽｸﾙ共同作業基盤

e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築

大ｱｽｸﾙ共同作業基盤

e -ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築

SYNCHROSMILE

CRMｼｽﾃﾑ

(06年)

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ
機能強化

(03年)

SYNCHROCARGO

配送状況共有ｼｽﾃﾑ

(06年)

需要予測・ﾃﾞｰﾀ分析
ｼｽﾃﾑ Matrix

(01年)

・ソロエル
（間接材一括購買ｼｽﾃﾑ）

・ＳＲＭシステム
（旧新調達・
サプライチェーン）

・ぽちっとアスクル
（個人向け購買ｻｲﾄ）

08/5

業
務
統
合
シ
ス
テ
ム

*

*
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10/５期
１． 「ソロエル」の本格展開開始に加え、ＳＲＭ システムの構築

による商材拡大により、売上増加を計画

２． 業務統合システムによる、オペレーションの効率化、コスト
ダウン 10億円見込み

３．「ソロエル」の収益改善 「ソロエル」 09/５月期 △14.4億円見込み

10/５月期 △11.7億円見込み

SRM： Supplier Relationship Managementの略。企業がサプライヤーとの関係を見直し、その関係を戦略的にマネジメントしてい
くことで、設計から購買・調達に至る業務全体を統合的に改善するためのしくみです。これによって企業は、サプライヤー
と理想的な関係を構築し、戦略的調達を実現。業務プロセスの改善と原価低減まで達成することが可能となります。

今後の連結業績の見通し

11/５期

「ソロエル」 累計約1000社への導入計画
更なる商材拡大による売上増加および黒字化を計画

*

*

33

どの商品をカ
タログで販売
しましょうか？

どの商品をカ
タログで販売
しましょうか？

カタログでは、ど
のようなキャッチ
コピーがいいです

かね？

カタログでは、ど
のようなキャッチ
コピーがいいです

かね？

半期一回の

サイクル

紙面の制約があ
るので、このあた
りの商品は、、、

紙面の制約があ
るので、このあた
りの商品は、、、

初校、再校1,2,3、念校,,,,初校、再校1,2,3、念校,,,,

統合商品データベース統合商品データベース

全ての商品情報を

入れてください！
リアルタイムで

アスクル
使いたい情報を取
ってってください

パラダイム
シフト

パラダイム
シフト

SRMシステムの概要
サプライヤー
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円）

売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

大きな飛躍のための大規模な設備投資と継続的なコスト構造改革を推進中

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

（億円）

外資大手
日本進出

0088//５５第３四半期開示第３四半期開示資料資料改訂改訂

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

05～06/５期
（持続的成長）

コクヨ (00/10月)

大塚商会 ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括電子
購買システム

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ソロエル
稼動開始（08/04）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

94/５期 96/５期 98/５期 00/５期 02/５期 04/５期 06/５期 08/５期 10/５期

0

50

100

150

200

250

300

先行優位性
確立のための

先行投資
先行優位性

確立のための
先行投資

10/５期～
（大きな飛躍）

ソロエル
黒字化

既存＋ソロエル
相乗効果による

売上拡大

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

アスクルアリーナ等
売上高

アスクル 今後の成長に向けて映写のみ映写のみ再掲再掲次世代ビジネスモデルへの兆し

特殊品

汎用品

一般

①コンテンツ

ﾒﾃﾞｨｶﾙ
飲食店

②ソリューション

大企業

中小
規模
法人

個人

サプライ
ヤーとの
連携強化
による商
材の飛躍
的拡大

Ｓ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

人材派遣

業務委託

理化学用品

工具

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

生活
用品

ｵﾌｨｽ
用品拡大拡大

シンクロカーゴ
（配送状況共有ｼｽﾃﾑ）

シンクロマート
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報共有ｼｽﾃﾑ）

最適化最適化

お客様と
の関係を
「均一」か
ら「個」に

進化

シ
ン
ク
ロ
ス
マ
イ
ル

（Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
）

深掘深掘

シ
ン
ク
ロ
ハ
ー
ト

（お
客
様
の
声
情
報
社
内
共
有
シ
ス
テ
ム
）

W
E
B
２
・
０

「ソ
ロ
エ
ル
」

アスクル
アリーナ
（企業一括

購買）

ｱｽｸﾙ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟ
（法人向け）

ぽちっと
アスクル

（個人向け）

お客様の
ご要望

e-プラットフォーム

流通ネットワーク（調達物流・在庫・配送）

ソリューション コンテンツ

プラットフォーム
の高度化

・
・
・

少品種
多量

多品種
少量

（注）当期の実施項目を赤字にて記載しております。

・専門ショップの充実
売上高
320億円（08/５期）
→ 310億円(08/５期目標)

・アスクルアリーナ登録企業の拡大
10,328社（08/５/20時点）
→１万社（08/５期目標）

・アスクルアリーナ売上高
297.9億円（08/５期）
→ 300億円突破(08/５期目標）

・「ソロエル」（間接材一括購買システム）
稼動開始 （08/４/14）

・06/９月稼動開始
新大阪物流センター
・07/８月本格稼動

新仙台物流センター

・インターネットユーザーの拡大
インターネット売上高比率 55.3％（08/５月度）

・アスクルデスクトップβ版配布開始（08/３月）

・「お仕事サポート」サービス開始（08/３月）

・「ぽちっとアスクル」オープン(07/12/３)
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10/５期におきましては、企業価値向上のための設備投資は今後も継
続実施していくものの、07/５期より計画的に取り組んでまいりました大
型設備投資が一巡することから、今期に比べさらに10円増配し、１株
当たり年間配当金30円(中間 ー 円、期末 30円)とさせていただく予
定にしております。なお、この場合の当社の連結配当性向は約30%に
なる予定です。

当社は、平成20年７月２日開催の取締役会において、平成20年５月20日を基準日とする「剰余金の配当の件
」を平成20年８月５日開催予定の第45回定時株主総会に付議することを決議いたしましたので、下記のとお
りお知らせいたします。

なお、本議案が原案通り承認可決された場合、年間配当金は、前期に比べ４円増配の20円となります。

利益剰余金―利益剰余金配当原資

平成19年８月９日―平成20年８月６日効力発生日

679百万円―849百万円配当金の総額

16円00銭
（内 記念配当 5円00銭）

20円00銭20円00銭
1株当たりの

配当金

平成19年５月20日同左平成20年５月20日基準日

前期実績
（平成19年5月期）

直近の配当予想
（平成19年12月17日）

決定額

配当の内容

09/５期・10/５期の配当映写のみ映写のみ

ⅠⅠ 08/08/５期と５期と09/09/５期以降の見通し５期以降の見通し

ⅡⅡ 09/09/５期施策と業績５期施策と業績見通し見通し

ⅢⅢ 08/08/５期５期業績業績概要概要
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コメントコメント
連結連結

50

100

150

200

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

442億円
前１Ｑ比 +11.6%

（月度）

（億円）

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

7788

7777

0808//５５期期売上高前期売上高前期比比 ++7.6%7.6%

482億円
前２Ｑ比 +8.8%

7575

7575

7722

7733

7722

7711

連結業績の主なポイント – １. 売上高

459億円
前３Ｑ比 +5.3%

506億円
前４Ｑ比 +5.4%グラフグラフ

単体単体
07/５期

05/５期

06/５期

08/５期

・第１四半期の売上高は、順調に推移いたしました。第２四半期は、原材料価格の高騰やサブプライムローン問題によ
る経済環境の先行き不透明感の高まりから、オフィス家具を中心に売上高伸長の低下傾向がみられました。しかし、コ
ピー用紙の第２四半期後半からの販売価格値上等もあり前上期比+10.1％となりました。

・第３四半期以降は、コピー用紙の販売価格値上げによる効果はあったものの、さらなる景況感の大幅悪化によりオフ
ィス家具を 中心に売上高が低下したため前下期比+5.4％となりました。
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（参考）購入お客様数の推移

60

80

100

120

140

160

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

前１Ｑ比
+10.1%

前期比前期比（通期）（通期） ++7.6%7.6%

（注）（注）04/04/６６月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前２Ｑ比
+7.5%

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

7788

7777

7575

7575

7722

7733

7722

7711

単体単体

（月度）

前３Ｑ比
+5.9%

前４Ｑ比
+6.9%

07/５期

05/５期

06/５期

08/５期

戦略的価格政策に戦略的価格政策に
より、目標には至らより、目標には至ら
なかったがなかったが
お客様数は確保お客様数は確保
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60

80

100

120

140

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

前１Ｑ比
+1.4%

（注）（注）04/04/６６月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前２Ｑ比
+1.1%

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

7788

7777

7575

7575

7722

7733

7722

7711

（月度）

前期比前期比（通期）（通期） ++0.1%0.1%

（参考）購入お客様単価の推移

前３Ｑ比
△0.6%

前４Ｑ比
△1.4%

単体単体

07/５期

05/５期

06/５期

08/５期

戦略的価格政策に戦略的価格政策に
よるお客様単価のよるお客様単価の
向上は、目標を下向上は、目標を下
回る回る
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

02/5月 03/5月 04/5月 05/5月 06/5月 07/5月 08/5月

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL

e-Pro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

（社） 10,328社
297億円

（08/５/20時点）

次世代ビジネスモデルのお客様基盤となる次世代ビジネスモデルのお客様基盤となる
中堅・大企業の契約企業数の推移は堅調中堅・大企業の契約企業数の推移は堅調

契約企業数の推移（アスクルアリーナ）

（月度）

8,323社
224億円

（07/５/20時点）

次世代ビジネスモデルのお客様基盤となるアスクルアリーナ

5,657社
149億円

（06/５/20時点）
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0

5,000

10,000

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月

0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期

（億円）
（社）

（注） アスクルアリーナ等の売上金額は社内で確認している数値
であり、公認会計士または監査法人の関与はございません。

（事業年度） （月度）

アスクルアリーナ等
売上金額の推移

アスクルアリーナ
累計ご登録企業数の推移

297億円
（期末実績） 10,328社

（08/5/20時点）

計画300億円をほぼ達成 目標10,000社達成

アスクルアリーナ
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２. 売上総利益率 24.0％

計画差 △0.9%ポイント 前期差 △0.6%ポイント

＜半期ごとの売上総利益率の推移＞
上期：24.1％（計画差 △0.7%ポイント 前期差 △0.4%ポイント）
下期：23.9％（計画差 △1.0%ポイント 前期差 △0.7%ポイント）

＜主なポイント＞
・第１四半期の売上総利益は堅調に推移いたしました。第２四半期は、原材料価格
の高騰やサブプライムローン問題による経済環境の先行き不透明感の高まりから
粗利率の高いオフィス家具を中心に売上高伸長の低下傾向がみられました。

・下期は、上期に実施したコピー用紙の販売価格値上げによる効果はあったものの、
さらなる原油等の原材料価格の高騰による景況感の大幅な悪化により粗利率の高
いオフィス家具を中心に売上高が低下したため計画値には至りませんでした。

08/５期連結業績の主なポイント
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08/５期連結業績の主なポイント

３. 販管費 売上高販管費比率 18.9％
計画差 △26.9億円 △1.0%ポイント
前期差 △1.0%ポイント

コスト構造改革プロジェクトを通して、継続的にPDCA
サイクルをまわすことにより 、あらゆる科目でコスト削減

＜半期ごとの売上高販管費率の推移＞

上期：19.2％（計画差 △1.3%ポイント 前期差 △2.0%ポイント）
下期：18.5％（計画差 △0.7%ポイント 前期差 △0.1%ポイント）

＜主なポイント＞

①配送運賃の低位安定 計画差 △4.2億円
・小口配送効率化促進

②減価償却費・ソフトウェア償却費の増加 （計画 27億円 計画差 △5.6億円）
・間接材一括購買システム稼動遅れ（07/11月→08/４月）
・コスト構造改革による投資項目見直し

43

08/５期連結業績の主なポイント
③先行投資的費用 17億円（計画 21億円 計画差 ４億円）

【主な内訳】
・間接材一括購買システム 4.7億円 （計画 ５億円）
・個人向け購買サイト 0.6億円 （計画 ３億円）
・新仙台物流センター移転関連費用 3.1億円 （計画 ４億円）

４. 特別損失 7.4億円（前年差 +4.1億円）
【主な内訳】

・連結子会社のれん償却 5.8億円

５. 設備投資 36.8億円（計画 52億円）
計画差 △15.2億円 前期差 △19.2億円

【主な内訳】
・間接材一括購買システム一式 13.1億円 （計画 ６億円）
・仙台物流センター設備一式 4.8億円 （計画 11億円）
・個人向け購買サイト再構築 3.1億円 （計画 ４億円）
・業務統合システム 3.3億円 （-）

その他、中小型投資案件（物流関連、新サイト構築、オフィス関連の投資等）をコスト
構造改革の観点から見直し、非効率な設備投資を中止または縮小実施。
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付 録

45

① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

49.5％△3.8％ポイント45.7％上 記 以 外

50.5％＋3.8％ポイント54.3％インターネット経由

2007/５期前期差2008/５期

11.6％0.3％ﾎﾟｲﾝﾄ11.7％売 上 高 構 成 比

27,350＋7,88735,237
カタログ掲載商品数
（ 含 む 、 併 載 商 品 数 ）

2,535＋5593,094オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2007/５期 ５月度前期差2008/５期 ５月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期年間の単体実績を記載しております。

（注１） 各期５月度の単月・単体実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値は、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ等掲載品を含みます。

（単位：SKU）

《付録》
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③ 従業員数

403名

（ - ）

498名

（107名）

従 業 員 数

外（倉庫内パート・アルバイト）

2007/５期末2008/５期末

（注１） 従業員数は就業人数（当社グループ外への出向者を除き、当社グループ内への出向者を含め

ております。）であり、倉庫内パート・アルバイトは、期間の平均人員を（ ）外数で記載しており
ます。

（注２） 倉庫内パート・アルバイトが、107名増加しておりますが、倉庫内勤務者の雇用形態を一部人材

派遣から当社直接雇用に変更したものであります。
（注３） 当期末より、愛速客楽（上海）貿易有限公司の契約社員45名を従業員数に加算しております。

《付録》
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△59.6%

△98.8%

△81.8%

1,687682ソフトウェア仮勘定（注2）

3954建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

18032 リ ー ス 契 約 金 額

（単位：百万円）

（参 考）

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウェア仮勘定は消費税等を含んでおります。
（注３）2008/５期 における主な設備投資は以下の通りであります。

間接材一括購買システム一式 1,318百万円
仙台物流センター設備一式 482百万円
個人向け購買サイト再構築 310百万円
業務統合システム 337百万円

△2.0％

△74.7％

△34.3％

前期比

2007/５期2008/５期
科目名

3,1223,059無 形 固 定 資 産

2,488629有 形 固 定 資 産

5,6113,688【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

④ 設備投資

《付録》
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（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･
予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの
計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するもの
ではございません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

なお、この資料の参考資料「What’s ASKUL?」を、当社ＩＲサイト（http://ir.askul.co.jp)に
掲載しております。


